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	　スマートフォンへのシフトが一巡し、高速通信環境が拡大しつつある。一方でスマートフォン市場拡大のスピードが急速だったため、取り巻く環境整備や市場啓発などが追いついていないことも事実である。そのような中、移動電話の市場動向の把握、業界自主統計の整備、市場における課題の把握と対応や新規需要の創造および市場育成を目的として、移動電話WGでは平成25年度の活動を行った。業界自主統計だけでは把握できない国内需要台数を推計するとともに2018年までの見通しをとりまとめた。また、本WGで実施した販売店調査や専門家ヒアリング等の調査結果から浮かび上がった市場の課題を整理した。�
	　2014年の移動電話の世界生産台数は16億8,204万台、前年比107.3％と見通した。スマートフォンは世界的に需要が急拡大しており、新興諸国向けの廉価版スマートフォンが市場を牽引すると考えられることなどから、前年比122.6％の11億1,599万台まで伸長し、スマートフォン比率も前年の58.1％から66.3％にまで拡大、2012年にスマートフォンはフィーチャーフォンの生産台数を逆転したが、さらにスマートフォン比率は高まる見通しである。通信方式については、LTE商用サービスを導入するキャリアが急速に拡大しており、LTEへの投資拡大は今後も続く。モバイルデータトラフィック量の急増により、ネットワークキャパシティの拡大とそれらを処理する強固なバックボーンの構築が急がれているためである。

